
【要約】

同じ一般食品を摂取しても、異なる食文化をもつ消費

者間では食物に対する認知に差異が生じる可能性がある。

本研究では日本人および西欧人を対象に、親近性の異な

る一般食品に対する消費者の食物認知について検討した。

日本人および西欧人に馴染みのあるマシュマロと、日本

人には馴染みがあるが西欧人には馴染みのない羊羹を用

い、鼻腔開放状態および鼻腔閉鎖状態で基本五味（甘味、
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一般食品の味覚に対する感知しやすさと感覚的強度に

基づいた消費者の食物認知に関わる国際比較

写真 西欧人を対象とした実験風景



塩味、酸味、苦味、うま味）に対する感知しやすさおよび感覚強度の評定を行った（写真）。

その結果、後鼻腔香による味覚の増強にとって基本五味に基づく一般食品の印象に関する

先行情報は必要条件であるとは言えなかった一方、感知しやすさと感覚強度の間に特徴的

な関係性が生じるためには基本五味に基づく先行情報と後鼻腔香が必要であることが示唆

された。換言すれば、一般食品に対する親近性によって、基本五味に基づく一般食品の印

象や、感知しやすさと感覚強度の関係に及ぼす後鼻腔香の影響が変化することが明らかに

なった。
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